
物流標準化促進事業

○ 標準仕様パレットの利用促進のため、複数のレンタルパレット事業者が連携して効果的に標準仕様パレットの共同管理・共同運用を行うための支援を行うと
ともに、当該パレットを導入する事業者等に対し、その導入に係る支援及び効果検証を行う。【労働力不足に対応するための標準仕様パレットの使用促進支援事業】

○ 地域特性を踏まえつつ共同輸配送等を図る取組を促進し物流データの標準化を目指すため、物流システム事業者と連携して行う物流・商流情報のオープ
ンプラットフォームの構築に係る支援を行う。【物流データの標準化促進に向けたオープンプラットフォーム構築支援事業】

事業概要

１．労働力不足に対応するための標準仕様パレットの利用促進支援事業（260百万円）

＜レンタルパレット事業者への支援＞

⚫ タグ・バーコード等の設置及び運用に係る費用支援、共同管理・共同運用の効果検証支援、
共同管理・共同運用に係るシステム整備支援、紛失・流用防止のためのパレット動態管理に
関する取組支援 等

＜パレットを導入する事業者等への支援＞

⚫ 標準仕様パレット導入に係る支援（パレタイザー、ラック等の物流設備の導入・改修費用、現
有自社パレットの処分費用等）

２．物流データの標準化促進に向けたオープンプラットフォーム構築支援事業（140百万円）

複数の荷主や物流事業者、物流システム事業者等で構成される協議会に対し、

⚫ 物流システム事業者との契約に向けた支援、参画事業者拡大等に向けた広報の支援等

⚫ データ基盤使用料、物流情報標準ガイドラインに準拠するためのシステム改修支援等

※物流情報標準ガイドラインに準拠することとする。

※業種や地域特性を踏まえた効果検証も実施。
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